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には広く分布しているようで，海外では台湾，フィ
リピンまで見られ，広域分布種と言えよう．
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【短報】日本産陸生ガムシ類の学名変更について
日本産陸生ガムシ（＝ハバビロガムシ亜科）
に，セマルマグソガムシ Megasternum gibbulum 
Motschulsky, 1866（図 1）という種がいる．佐藤
（1985）による日本産ハバビロガムシ亜科の属へ
の検索表がよくできているうえに，日本産本属
は 1種であることから，各地の甲虫目録で目にす
ることも少なくない種である．本種は，学名が記
す通り，Motschulsky (1866) によって命名された
種である．その後，Shatrovskiy (1989) が，ロンド
ンのルイスコレクションを用いて，日本産本属の
別新種 Megasternum japonicum を記載した．この
Shatrovskiy (1989) が記載した M. japonicumのパラ
タイプが北海道大学に保管されており，筆者は，
それを調べた結果，M. gibbulumと同種であると判
断した．そして，故
佐藤博士と共著で，
M. japonicum は，M. 
gibbulumのシノニム
であるとした（Hoshina 
& Satô, 2005）． そ の
後，M. gibbulum は，
韓国からも発見され
た（Hoshina & Cho, 
2008）．
し か し， 最 近，

Fikáček et al. (2012) によって，セマルマグソガ
ムシの学名変更がなされた．これによると，1) 
Motschulsky (1866) によって，M. gibbulumとして
記載された種は，日本や極東ロシア，中国などに
分布するマグソガムシ Pachysternum haemorrhoum 
Motschulsky, 1866と同物異名（＝シノニム）であ
り，Megasternum 属ではないこと，2) 一方，M. 
japonicumはまぎれもなく Megasternum属に含まれ
ること，3) それにともない，M. japonicumという
学名が復活すること，となった．つまり，日本に
生息する Megasternum属が 1種のみという Hoshina 
& Satô (2005) の判断は間違いではないが，和名セ
マルマグソガムシとされていた種に対応する学名
は，Megasternum japonicum Shatrovskiy, 1989となる．
なお，佐藤（1985）に掲載されているセマルマグ
ソガムシの写真と形態の説明文は，日本に生息し
ている種に合っている．したがって，1985 年当
時は未記載種であったセマルマグソガムシが，対
応学名が誤った状態で図鑑に載っていた，と理解
していただきたい．繰り返しになるが，上記のこ
とを要約すると，「日本には，Megasternum属は，
Megasternum japonicum Shatrovskiy, 1989の 1種のみ
が生息する」ということだ．種の中身が特に変わっ
たわけではないので，M. japonicumに対応する和名
は従来の「セマルマグソガムシ」を使用したい．
なお，蛇足ではあるが，Fikáček et al. (2012) は，

図1．セマルマグソガムシ（兵
庫県産標本）．
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国後島産の M. japonicumの標本を調べており，「M. 
japonicumは，日本と露国の両方に生息する種」と
している（注，Fikáček et al. (2012) は，Hoshina & 
Cho (2008) を引用していない）．日本人としては，
当然ながら，この見解に従うことはできない．よっ
て，筆者は，今後も，M. japonicumは，「日本と韓
国にのみ生息する種である」と扱っておく．
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【短報】感潮域からホンシュウセスジダルマガムシ
を採集
セスジダルマガムシ属の海岸部に生息する種は，
日本からは従来，塩分濃度 0～ 1.8%のタイドプー
ルに生息するシオダマリセスジダルマガムシのみ
が知られていた（吉富ほか，2000）．また，海岸
部の岸壁を伝う淡水中に生息する種としてニッポ

図1−2．ホンシュウセスジダルマガムシ．1：通常の個体；
2：黒っぽい個体．

ンセスジダルマガムシが知られており（吉富ほか，
2000），平地から山地の渓流に生息するとされて
いたセスジダルマガムシもニッポンセスジダルマ
ガムシと同様の環境からも記録されている（菅谷，
2009）．今回，塩分の混じる水域に生息する種とし
てシオダマリセスジダルマガムシに続いて 2種目
となるホンシュウセスジダルマガムシ Ochthebius 
japonicus Jächを河口の感潮域から採集したので報
告する．本種は今まで平地から低山地の渓流や小
川，大河川の中流域などに生息するとされていた
（吉富ほか，2000）．

ホンシュウセスジダルマガムシOchthebius japonicus 
Jäch（図1，2）

85exs.， 三重県尾鷲市三木里町八十川， 30. VIII. 
2011， 稲畑採集 . 稲畑・吉富保管 .
採集地は，三重県尾鷲市三木里町を流れる八十

川（やそがわ）である．源流部の標高は約 600～
690 mほどあるがわずか 4 km程度で河口に達する
小河川である．採集は 15時 30分ころから約 1時
間おこない，満潮時にほぼ完全に水没する環境を
選んだ（図 3，4）．ほとんどの個体は水面から突
き出た礫の水際付近のくぼみに潜んでいるのを採
集した．河床の礫はごつごつして大きく，付着藻
類はほとんど繁殖しておらず水も澄んでいたため，
上流域のような感じを受けた．本来上流域で採集
されることの多い本種が，河口で採集されたのは
この河川長の短さが関係しているかもしれない．
塩分濃度は計測していないが，満潮直後に舐めて
みたところ，感潮域の上流端ではほとんど無味で，
河口に近づくほど塩味を強く感じたので塩分濃度
に大きな差があったと考えられる．採集個体の大
部分は塩味をほとんど感じない場所で採集したが，
少数は塩味を若干感じる部分でも得られた．同属
のハセガワダルマガムシでは，増水により一週間
ほど水没していたと推定された事例が報告されて
いる（中島ほか，2004）．今回の例も干満の度に海
水の影響を受けない上流に避難しているとは考え
にくいため，満潮時は水没しているものと思われ
る．採集時は天気がよく暖かかったので，本種が
飛ぶかどうか手のひらに乗せて実験したところ，
すぐに翅を広げて飛ぶものの数センチ飛んで手の
ひらの上に落下する有様であった．それ以上確か
めなかったが飛ぶのがあまり上手ではないのかも
しれない．通常の色彩の個体に混じって背面が黒っ
ぽい個体を 5頭採集したが，吉富（2012，私信）
によるとホンシュウセスジダルマガムシの擦れた
個体であろうとのことである．


